
基礎教育実習実践報欝 95

基礎教育実習実践報告

一小学校3年社会科　身近な地域の工業の模擬授業一

初澤敏生飽遷学／
至　はじめに

　福島大学教畜学都では、騨年度より教育実習綴

護を大毒醸こ改革した。健来淫年次に購霧学校羅ま

たは協力校で行っていた6週間の教育実習を3年

次での至週鷺の学内実習、i還間の協力校での見

学実習（小学校／（以上基礎実習／、i露の覇内校

での見学実習（中開実習）、蓬年次での3週間の

醗羅での教育実習（応灘実習）の3つ（淫種類／

の実習に分割して実施することとなった。これは

携狂者麟修等で負撰の大きい協力校の負擬を醗減

すると瞬鋳紅、学生を教育現場に畢い鋳難から触

れさせることによって教鎌になる意欲を増進させ

ることを目的としている。しかし、今灘の改革は

現場での実習を大纏紅麟減することになるため、

その分、学内での授業や実習で十分な事羨教育を

行うことが必要となる。玉｝

　基礎実習（学内実習／では、その佳．しげとして

各系・教科ごとに模擬授業を行う。蕊会系におい

ては、これに要する授業蒔闘は3嚢闘程度である。

しかし、姓会系ではこれに先立って2年次におい

て1年瞬かけて特定の地域を実地に講査して総合

的な醗究を行い、そこで得られた醗究結果をテー

マとして取り上げ、調査地域の小学校で授業を行

うと雛う設定で授業計画・授業案を作成する。そ

の準備には7・8月の2カ月簡を利濡し、ゼミの

蒔麗だけで建べ、通年iコマ分の授業に獲敵する。

すなわち、地域講査とそれの教材化、摸擬授業に、

事実一L通年2コマ分（㌶馨時鷺、これに実地調査

とグループ作業の蒔闘が付け換わる）以上の蒔闘

をかけ、準備を選めて魏る。しかし、今年度でま

だ2年§ということもあ穆、さまざまな過誤力量存

在し、修歪の余地も少なくない。

　筆者は、本年度模擬授業の作成を糧当した。筆

者がこれにあたって留意した点は、授業の連続性

である。模擬授業や欝究授業などはその鋳閥の完

成を窮するあま拳、得てしてそれまでの滾れの中

にうまく位置づかない授業を行いがちである。し

かし、そのような授業を行うことは展示授業とし

ては意妹はあるが、児童・生徒の教育をこは不適切

である。授業の流れ、構成を璽観しなければなら

ない。また、本年度は学習指導要領の改纏の年で

あるため、講者の連続性1こついても考露している。

教騨は簸学年で行われてきた授業内容に嚢を配参

ながら、三絶童・生徒の認識を深めるような授業を

購成しなければならな雛。また、　i年懇の讃一錘の

中で授業をどのように構成し、それぞれの申で授

業をどう展開して行くのかを考えることが重要で

ある。本実践では、この連続性を重観するため、

まず、新継学習指導要領と教科書の分梼、それ1こ

新しく設置された生活科の分析を行った。その後

に、そこからえられた結果をもとに授業のねらい

と購成を設定し、搭導案を｛乍成している。

　もうひとつ留意したことは、琶会科という点で

ある。社会科は冤童・生徒の社会的認識の基礎を

養うことを縫穣としている。その意味で社会やそ

こ1こ生きる人聞を還解すること1こ重点を蟹くべき

であ蓼、地連学や歴史学の基礎を擾うものではな

い。本実践においては、「その産業の中で饑く人

達がどのように生きているか涯を中心テーマにお

き、購究を進めた。

　本鞍告は今年度に実施した模擬授業の実践艱苦

である。なお、ここでは模擬授業作成の経緯、主

鰻点を中心に報告をまとめ、模擬授業そのものの

記録は割愛した。摸擬授業の内容1こついては、震

の機会に鞍隻したい。各位のご叱責を輝ぎたい。

　なお、この模擬授業に参撫した学生とその握当

は以下のとお参である。本鞍告は、筆者とこれら

の学生との共瞬懸究である。

猪殺　蝿志（懸学習指導要領の分析〉

佐藤穂数子（霧第2学年教科書の分野〉

小西　轡大（紹第3学年教科書の分極〉

寺島　素子（類第3学年教科書の分極：〉

佐藤　雅彦（新学習捲導要領の分極l／
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幽下　徹（生活科の分誘〉

新井　宗文（新第3学年教科書の分析／

橋本　寛美（新築5学年教科書の分新／

安藤摂・高橋搬入・長谷購惣泰（産業学習の購成

案作成1

亀詳義弘・熊谷直人・大穣谷史子（授業案馨成／

佐藤捲毯（授業者〉

頁　溝学習指導要領および霞教科書における

　　　　　　　　　　　　産業学習の取鯵搬い

（碧羅学習指導要鑛の産業学習

　擬学習指灘要領においては、2・3・5の3学
年で産業紅鷺する学習が取巻一とげられている。

　まず、第2学年にお魏てはその目標として、

「職業としての猛事に携わっている人々はそれぞ

れ工夫して翻ることや、それらの仕事は誉分たち

の生活にとって必要なものであることに気づかせ

るま「職業としての仕事を具体的に観察させ、効

栗的に表現させる」21ことを定めている。ここで

は、商業・工業・農業などに携わる人々の働く様

子や工夫を観察させ、それを表現させることに重

点が麗かれているゆ

　第3学年においては、郷土を事舗として、薪地

域に見られる人々の生活は淺然環境と密接な結び

付きのうえに営まれ、地域によって生産活動や消

費生活に特色があることや、人々の生活の様子は

歴史的に変化して来たことを運解させ野1る事を

§標としている。すなわち、第2学年において

彰観察涯させ、「気づ」かせたことを、内容的に

「鰹解逢させ、それらが自然環境などと密接な結

び付きがあ馨、地域によって特色があることを裡

解させることを目指しているのである。また、地

図等の資料の活驚も求められている。

　第5学年においては、β本全露の中から適窮な

事溺を選択し、ジ我が羅の食糧生産及び工業生産

の特色董びにそれらの生産活動と瞬民生活との関

連について運解させるP｝ことを嚢標としている。

すなわち、産業に関する運解を深める中で、その

中で働魏ている人々のことを考え、密分たちの生

活に瞬き付けて理解することを目指しているので

ある。

　このように、霞学習指導要領紅おいては、身近

な地域の産業の観察→その礫解→全蟹の産業の特

色の艶麗とそれらに従事する人々の働きやそれら

稔93年3霧

と生活との結び付きの…理解、　というよう1こ、露量

の空聞認識の拡大と社会認識の深まりをうまく繕

び付けあいながら、産業学習を展翻しているσ

（2〉鰻第2学年教科書紅おける産業の取参搬い

　第2学年の学習のねらいとして、第i学年で露

分たちの身近な近所・家庭などの縫会を支えてい

る人々の仕事や施設の働きを気づかせてきたこと

をもとに、馨常生活に麗孫の深恥職業として饑く

人々の工夫や、それらの段車と露分たちの生活と

のつなが脇こ気づかせることがある。

　第2学年になると、露量の行動範囲もしだいに

広がってくる。その中での生活経験から、さまざ

まな仕事を熱こする機会が増擁する。

　そこで、擬教科書においては、蕎業、農業、水

産業、工業、交通、選信の6業種を取箸上げ、i

年を通じて饑く人々の学習を進めている。この学

年の特籔は、空間認識・地銭認識の育成など、勉

の学犀で取う上げられている学習内容をほとんど

含まず、さまざまな業種を取りま1げ、饑く人々の

様子を観察し、その工夫や努力を調べてその結果

を作文や絵を通して表現することを繰撃退してい

る。ここでは、学習の観点を一定におき、瞬様の

内容を繰彗返すことによって、箆童の馨常生活の

中では最も形成されにくい縫会認識の基礎を形成

することを目的としているのである。

（3／霞第3学年教科書における産業の取り擾い

　第3学年は、郷土学習が中心的な学習内容とな

る。まず、自分たちの毒（鱗・轡／を中心とした

地域の麺握が求められる。ここでは方位や距離、

地纒の｛乍製と読纒など、舞土の地礫的な麺握を貢ぎ

能とするための技術藩を含んだ学習撃進められ、

それを通じて郷土の地形、土地祷矯、集落の分薦、

蓬…業、生活などをとらえ、飽地域との結び付きを

考えさせる。その後にいろいろな地域の生活を学

習する。

　産業学習もこのような流れの中で進められるた

め、いきおい、郷土学習的な色彩が強くなる。す

なわち、郷土の特簸的な産業を取合上げ、見学な

ども含めながらその産業の概要や、饑く人々の様

子を学習し、理解することに重点が麗かれる。

　内容的毒こは地域認識・空間認識の育成が中心と

な撃、縫会認識の育成は、目標の中に示されてい

るその比重の大きさに比べて、取吟上げられる内
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容は少ない。これは、第2学年において歓会認識

の基礎を膏成しているため、第3学隼ではこの基

礎を基にして建解を深めることが薄能になってい

る。

（め霞第§学隼教科書における産業の取攀援い

　第§学年では農業、水産業、工業、伝統産業、

公害などが中心的な学習内容となっている。

　工業を穆躰こ駁撃上げると、　まず、我が霞の工業

の現状に鮭れさせ、工業に従事している人々が資

源の有効な利欝を騒琴ながら生産を高める工夫を

していることを運解させるとともに、蛋民生活を

支える工業生産の意味について考えさせることが

第iの内容となっている。次紅、我が覆の工業に

ついて工業地域の分薦の特色を理解するととも畜こ、

工業が盛んな地域の異体的事舗を取り上げ、人々

が土地や交通の条件を生かしながら新しい技術の

開発、資源の；蒼妙な利霧及び確保などに努めてい

ること、国民生活のうえで工業製品の生産が大切

であること、及び、各種の公害から国民の健康や

生活環境を守ることが極めて大切であることなど

を取む、ヒげている。

　これらの内容を見ると、産業購造やその仕緩み

の学習を中心としているように考えられるが、実

際は産業そのものの学習よりも、産業を通した、

それ1こ携わる菱人聞逢の学習に重点がおかれてい

る。つまり、鱗えぱ鉄鋼所にどのような生産工程

があるのかを学習するのではなく、そこで饑いて

いる人々が生産を高める工夫をどのようにしてい

るのか、また、どのように大変な思いをして響い

ているのかを理解させることがメインテーマとなっ

ている。さらに工場ができたことによって地域が

どのように変わったのか、時麗軸を取り入れた地

域の変化の学習も駁撃入れられている。

（5／霞学習携導要領における産業学習の特徴

　第2学年から第5学年までの産業学習を貫くも

のは、「大閤葺社会」の学習である。すなわち、

産業そのものを学習するのではなく、それを通じ

て、そこで働輪ている人々、その産業がある地域

を学習することが中心におかれている。従来、産

業学習は「産業地理」の学習あるいは「産業」の

学習と混織され、「地名と物産まの学習や極めて

専門的な「生産工程唾の学習が中心を成していた。

近年はr人間墜や菱縫会」を中心においた実践が

増撫し、さまざまな報告がなされているが麟、以

麟のような学習の領海も、現在の学校教育に色濃

く引き継がれている。野桂会科3がr地連科珪「工

業科獲異なるのは、まさに「人聞淫と「社会」を

中心におくからである。この点を取り分け重観す

ることにしたい。

醗　新学習指導要領および教科書における

　　　　　　　　　　　　産業学習の取辱搬い

（i／新学翌指導要領における産業学習の取り搬い

　新学習捲導要鎖の最も大きな特徴は、低学年社

会科が廃生され、生活科が設置されたことである。

そのため、社会科は第3学年から実施されること

になった。これによって社会科の学習講造は大囁

な変更を追られることになった。

　その最も大きな変化は、霞学習振導要領で第2

学年で学習していた社会認識の育成がなくなった

ことである。詳纈は後述するが、新設の生活科1こ

おいては縫会認識の育成に関連するものはほとん

ど無い．そのため、第3学年以鋒の社会科では、

これまでの学習に付け旛えて、あるいは平行して、

欠落している社会認識の育成のための学習を進め

なければならない。

　新学習指導要領では、第3学年の最擁の冒繰と

して、ゼ自分たちの生活は、地域にある公共施設

の働きや地域の人々の鶉力によって支えられてい

ることを遷解」韓することを新設している。これ

は、従来第2学隼で行っていた社会認識の脅威を

補うもσ）であるが、その内容は公共施設や地域の

人々の働きに限定され、従来の鱗く人々の姿は現

れていない。そ6）ため、饑く人々の姿を観察して

習得する社会認識は、郷土学習の中の産業学習に

おいて学ばなければならない。第3学年の産業学

習においては、従来以一とに見学学習の羨める位置

が大きくなっている。また、郷土学習での地域認

識・空聞認識の育成毒こ当たっても、特に地域見学

の場面では生徒の社会認識が従来ほど育成されて

いないことを醗癒して授業を進めることが必要で

ある。

　一方、第3学年で求癒られる産業学習の霞標は、

　ド地域の人々の生活は、寂然環境と結び付いて営

ま義てお馨、地域によって消費生活や生産活動に

特色のあることや人々の生活の様子は変化してい
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ることを理解」？1することと設定されてお参、簸

学習指導要鑛と変化はない。すなわち、従来の第

2学年の内容と第3学年の内容の双方を習得する

ことが求められていると言えよう。授業爵問が往

来と講ごであることを考えれば、内容が葬常に塔

大して窮ること1こなる。授業を行うに当たっては

綴心の淫意のうえに計露を立てることが必要であ

る。

　また、第5学隼においては、その欝標が、ゼ我

が覆の食糧生産、工業生産の特色及び、運輸、遜

儀などの産業の様子やこれらの産業と羅戻生活と

の麗連壁こつ恥て理解できるようにし、我が蟹の産

業の発展に関心をもつようにする達麟と変更され．、

従来取り援われていなかった運輸・遜揺業が新た

に導入された。これにともない、教科書では宅配

｛更やテレビ局の仕事力逮取参．髭げられるようになっ

た一方、工業では鉄鎚業のような装置型産業の記

述がなくなって鵠る。すなわち、第3学年におい

ては内容は従来と変わらないまま取り上げられる

業種は増撫し、事実上、学習内容は増撫している

ということができる。第3学年における縫会認識

の育成が従来に比べて十分でな雛ことを考慮すれ

ば、生経の労欝認識・後会認識の発達は従前の域

に達していないと考えられるので、その取箸掃い

1こは十分な涯意が必要である。

　このように、新学翌指導要鑛紀おいては往来の

ものとほぼ講じか、ある恥は若干増撫している内

容をi隼少ない2学年で学習することが求められ

ている。そのため、生徒の認i識形成は露難になる

と考えられるので、何らかの指導上の醍慮が必要

である。

（2〉新捲導要領生活科の特籔

　生活科紅麗しては麟に言及したが、ここではそ

れを麟の低学年祇会科と比較しながら撲討し、そ

の特徴を掘握したい。

　まず、両者の目標を比較すると、露分と鮭会の

かかわりを考えさせ、歓会の一員としての意識を

持たせること、社会の事象を観察し、表現させる

ことなどの点が共通している。生活科では、これ

に換えてr行動盛や「工夫」をして察分たちの生

活を楽しくした蓼意欲的にすることが盛1）込まれ

ている。曾｝これに対し、低学年歓会科に存在して

いた職業についている人々に臠する項目鱒が除か

れた。縫会的な認識を深めることよ蓼も、懸人の

稔93年3跨

生活をどのようにしたらいいのかということが中

心紅おかれて疑る。

　このような領海は内容面でよ診明確になる。ま

ず、第i学年では、これまで比較的援いが小さかっ

た家族や友人に関することが大きく取撃上げられ

るようにな参、健康に気をつけて楽しく生活した

り、公共物や公共施設を大鰐1こ利濡することが新

しく盛む込まれ．ているσこれ毒こ対’し、従来は「学

校やその緯鞍こある通学整の位遷を確認し、遵諮

の安全施設の饑きや安全を穿る人々の縫事の様子

に気づかせるま欝となっていた内容が「通学整の

様子などについて講べ、安全な登下校をできるよ

うにする」轡と変化し、社会の中で働く人々に関

することが離除されている。

　第2学年の内容は従来の労働認識の形成を目的

としたものとは全く異なっている。低学年社会科

においては商業・農業・工業・運輸業・サービス

業に麗して饑く人々が互いに協力しあったウ、工

夫や努力をして疑ることなどに気づかせることを

嚢的として恥た麟が、生活科ではヂ死しく利濡す

るま「感謝をもち、意欲的紅生活できるようにす

る」など、消費者の立場で考える程度の項登にな

っている。具体的には商業・運輸業（公共交通機

縫／・サービス業が取参上げられているが、いず

れも郵正しく穂離する」程度であり、農業・工業

に関する内容はなくなっている。

　このように、生活科においては縫合認i議の青成

が極めて露難であり、往来低学年縫会科で取り搬っ

ていた内容は、事実上中学年以降へ先送馨される

ことになる。

（3〉新第3学年教科書における産業の取瞬援い

　郷土学習は第3学年の墓奉的なテーマであ塗、

新・騒いずれの教科書にも共選しているが、その

内容は学習指導要籏の酸定に伴い大きく変死して

いる。まず、最初の離分書こ「わたしたちのくらし

と人々のきょう拳よく涯などの単元を設定し、低

学年後会科で学習していた歓会認識の育成を補う

授爵を果たして論る。しかし、鋳にも指摘したよ

うにこの認分では産業について触れてはいない。

このため、産業学習は独懲に鱈学年鮭会科の廃止

に対応する必要がある。

　鍵来の教科書においては、まず第2学隼でゴッ

コ遊びや見学などを交えな撃らいろいろな産業の

佳緩みや欝躰ている人の工夫や努力を、第3学年
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においては違う産業を鱗に取り上げて饑く人の様

子や施設、原料や製轟を選じての縫の地域との結

び付きを学習していた。新学習捲導要領において

は従来の2学年の内容を第3学年の産業学習のみ

で取参上げなくてはならな雛ため、その内容は大

きく変化している。学校慰書の教科書の工業の部

分を鯛にとると、パン工場を事擁として取穆上げ、

まず、ゴッコ遊びを通してパンの作拳方を学び、

工場見学を行って製造工程や饑いている人の工夫

や努力を学ぶ。その後に、原料や製品を題して縫

の地域との関係を学習するという構成になってい

る。

　このように見ると、従来の2学年分の内容がコ

ンパクトにまとめられているが、その内容はかな

拳減少している。まず、取り上げられる業種がi

つに醸られるため、どうしても段常生活に密着し

たものを選ばなくてはならない。そのため、ゴッ

コ遊びや製造工程の見学などは理解しやすいが、

原料や製品を通じての勉の地域との結び鍾きは醸

定されたものにな今やすい。また、饑いている人

の姿や施設の学習も、従来のものに比べると大輕

に減少している。取拳上げられている項盤こそ大

きな変イヒはないものの、生徒の縫会認識の深さは

従来ほどのものを簸得することはできない。また、

授業鋳翼が麟約されているため、ゴッコ遊びや見

学などにも十分な鋳間が取鱗こくい。授業を行う

にあたっては十分な醗癒が必要となる。

纏／新第5学年教科書における産業の取り援鑓

　第§学年の産業は学習指導要領上は運輸・逓欝

業が新たに駁撃上げられているのを除けば大きな

変化はない。しかし、新たに取り上げられた業種

との分量の兼ね合いや第3学奪において労働認識・

縫会認識の壽成が十」分なものとなっていな雛こと

などの関係で、教科書の内容にはいくつかの点で

変化が見られる。以下、学校露書の教科書を瀦に

工業を事擁として検討したい。

　第5学年の工業では、①騒本の盛んな工業（工

業分薦等／、②霧本の工業生産の現状、③工業鍵

事者の工夫と努力、④公害・環境題題の婆つの項

灘から購成される。このうち、①と②麟馨教科書

では婆ページだったのに繁し、新教科書で1灘2ペー

ジとなっている。これは新学習指導要領紅おいて

「我が国の工業について、工業地域の分奄や各種

の工業の特色などを地籔や資料などで調べて、原

料を輸入し製品を輸鐵している我が露の工業の特

色や霞昆生活のうえで工業生産が大切であること

を運解するま獅と、馨本工業の特色の学習を重観

している事の反駁であると考えられる。

　次に、産業学習の中心を成す③の内容を検討す

る。ここでは、工業の盛んな地域の異体的な事瀦

をあげ、その生産活動の様子を講べることを通し

て工業に従事している人々が、よい製贔の瞬発の

ため1こ行っている工夫や努力を麟き超している。

基本的な方鋳麟舞教科書と講じであるが、内容を

箆るとよい製品を作るための工夫や努力ばかウが

強請され、産業を下請購造や生産システムなどか

ら購造的毒こ見る携点がi隼常に弱くな撃、また、工

場の瑛場で饑く人々の苦労や労鱒の厳しさなどを

発童綻伝える蔀分がなくなっている。従来の教科

書では製造工程に臠する藻分の取ウ籔いが必要以

上に多かったという感も否めないが、新教科書で

はその講整の籔麟を大癒に超えて、瞬く人の立

場から見た産業達という観点が従来に比べて弱く

なっている。また、工業の発展毒こ伴う地域の変貌

に興する部分も省かれてお穆、第3学年での労働

認識・縫会認識の育成が遅れているのとともに、

労働認識・社会認識を育成しにくいような内容に

なっている。

〔5〉新学習指導要領における産業学習の特籔

　以上、新学習捲導要領における産業学習の取馨

擾いを工業を事擁として検討して来たが、低学年

社会科の廃止と生活化の導入は、歓会科の全体の

購成に極めて大きな影響を与えている。従来第レ

2学年で学習していた内容が第3学年以降に先送

今される格好となっているため、異体的な業種に

興しての学習が行いにくく、授業蒋翼の余裕も少

ない。特に第3学年では事纏として取り上げる業

種も縷定され、鍵来に比べて内容が舗醸されてし

まう。また、第5学年においては実際に饑いてい

る労働煮の姿が見えにくくなってお拳、従来のよ

うに産業を通して饑く人々の姿を学習することが

難しくなっている。全体的に「働く人々を通して

の社会認識の脅威塗から匿産業の学習涯ヘシフト

しつつあるような印象を受ける、この結果、特に

労働認識・歓会認識の育成に麗しては、霞学習指

導要領に比べて極めて弱いものになっている。
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欝　摸擬授業の作成

　以上のような学習指導要領・教科書の分析のも

とに、模擬授業を作成した。教耕としては、教科

書の構成と2年次で行った地域調査の結果を勘案

して、梁鱗簿のニット産業を取り．ヒげた。模擬授

業の作成にあたっては、これをもとにして、梁灘

小学校の第3学年の縫会科ヂ身近な地域の工業ま

の単元を実践すると仮定し、補充調査を舞いなが

ら授業構成・教材開発を進めた。

　授業を緩み立てるにあたっては以下の点に配癒

した。まず第貧こ、冒頭紅も記したように、歓会

科の欝的を晃童の縫会認識の育成においた。この

点は新学習指導要領では極めて弱いため、教科書

の内容からはやや外れ、独窪に授業を緩み立てて

いる。第2に、この暴標を達成するため、見学に

重点を置いた。晃童の認識を深めるため、ニット

工場を2つ、醗模を変えて見学をすると仮定し、

それを軸とした。第3に、産業ではなく、人間を

中心にお鯵た。そのため、製造工程などの籔恥を

小さくし、そこで働く人々や経営者の工夫や努力、

慰みなどを全醤に打ち鐵し、働く人々のゼ生き様墜

をとらえられるようにした。最後に、規摸の違魏

などを通してニット産業を構造的にとらえられる

ようにユ二夫した。

　以一ヒのような方針のもとに、次ページ以降の指

導案を鐸成した。

　この授業の讐徴は、大きな工場と小さな工場を

比較することによ参、そこで饑く人々の姿を学び

ながら、ニット産業を構造的にとらえるよう工夫

していることである。まず、導入で大きい工場と

小さい工場の工場の外観・設置している機械・饑

いている人々の様子をそれぞれ写真で提示し、霧

者の違いを観賞的にとらえさせる。これと見学で

の経験を通して講者の様々な面の違いを掘握し、

それと饑いている人々の燐みを結び付ける。この

作業を通して、大企業と中小企業の違い、いわゆ

る中ノ墾企業問題の存窪を発童に意識させることが

薄能となるのである。そして、それぞれの憾みを

それぞれの企業はどのようにして解決しようと工

夫しているのかを次鋳で取鯵上げ、！尼童の認識を

よ琴深めさせることをねらっている。

　しかし、補是認査の遅れ．と蒔闘的な舗約から、

小さな工場の’臨みのインタビューテープを教樗と

して罵意することができず、それまでの調査をも

と1こして授業者欝が作成してしまった。内容的に

鯵93隼3縁

誤りはないが、反省点として振締しておきたい。

v　問題点と課題

　この模擬授業を作成する1こあたって、いくつか

の幾題点と課題を捲摘された。

　その最大の問題は、この模擬授業を作るにあたっ

て授業の連続性を璽擬したことである。筆蕎は冒

頭に授業の連続性を璽擬する主張を行ったが、こ

れに対し、このようなr上からの盛授業作参は遍

燐でないとの指摘がなされた。これについては二

杉難が教科の系統を第一義的に重擬することは教

材づくり、授業、授業評懸紐歪みをもたらすとし

ている主張と共通しているαこの主張はある嚢で

は駕しいが、系統牲・連続性のない授業が授業実

践を畷定的なもの1こし、有効性を損なってしまう

ことも否定できな恥事実である。授業の系統姓・

連続塗生を維持しながら、なおかつ貸主：童を引き付け

ることができる教韓を醗発し、実践や評懸に十分

な注意を払うのであれば、この潤題は解決するこ

とが可能であると考える。この条件を満たすには、

地域教轡の聚発は極めて有効な手段であると考え

られる。地域教耕は学年を越えての系統牲・連続

性を維持することが可能であるうえに、露量の興

味1を蟹き付け、認識を深めることにも適している。

しかし、奉模擬授業においてそれだけの教材灘発

が行えたかどうかは疑問である。地域教舞の積遜

的な麗発が難待される。

　もう一つの題題点は箆童を動かす場露が少なかっ

たことである。授業案目体は箆童を勤かすことを

目指していたが、実際に行っては魏ない見学をも

とにして模擬授業を行ったため、どうしても教麟

主導のものになってしまった。これは模擬授業を

行うにあたっての根本的な開題点であろう。

　また、今獲取9上げら轟なかった課題として、

学習繕導要領・教科書の体系的な分新、産業学習

に離する理論購築、地籔教育の樫念とその科稽法

の検討、これまでに報雀されている実践の体系的

な整理・分析、生活科授業実践の分析と生活科に

おける鮭会認識畜成の罵能性の験討、中学校地建

的分野（公戻的分野〉淀おける産業学習の特織の

甕握と小学校との系統姓に羅する検討、幼児教育

の中で行われている麩会認識の育成に関する講究

などが指摘できる。これらはいずれも重要な課題

であ参、稿を改めて麟究を進めることにしたい。
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模擬授業　捲導案

　（玉桂弩分たちの郷にある様々な工場及びそこで働く人々の様子を通して、身近な地域の工業にお

　　　ける生産活動に越する興味・関心をもつことができるようにする。

　（2）大きな工場と小さな工場を比較検認することによ弓、身透な地域の工業における生産活嚢の

　　特色と工夫について理解できるようにする。
　（3／地図その魏の具体的資料を効果的に活篤し、地域の二璽1業の特色をとらえることができるよう

　　　にする。

　（の衰分たちの地域は、二£業における生産活動においても、広く麟内鱒の飽の地域とかかわ1）が

　　　あることに気づくことカ｛できるようにする。

　（5／鰯の未来像を考えることによって、1舞分の瞬への親しみや地域社会を大切にする態度をもつ

　　　ことができるようにする。

3　授業の計霞（総時数欝時欝

董　小単元名　　　わたしたちの霧にある工場

2　小単元の霧標

（i〉兼業農家の働き先を調べよっ

　（2〉ニットってなんだろう

　（3／二藍1場で響く人のi奮11を箆てみよう

（4／大きな工場へ見学に行こう

　（5〉見学後の班発表

　縛〉ニットはどのようにしてできるのだろう

　（7〉ニットの隷

　（8／近所にはどんな玉茎二場があるのだろう

（射小さなニット工場の見学の訴瀬を立てよう

（鋤ニット工場へ見学に行こう
　（盤）ニッ紅玉1場で働く人々はどのような工夫をしているのだろう

　　　　　どのような簸みがあるのだろう　（大きな工場との比較）

　（i2／梁鱗灘の未来｛象を探る

逢　本字のねらい

i暗闘
茎時欄

正時闘

2時聡
i暗弱
董時麗

i時閤

i時溝

i時醐

2時闘

2時闘
（本字i時間蒙〉

至時間

　発学を踏まえながら、大きな工場と小さな工場を娩較験詳し、そのうえでニット工場で饑く人々

の苦労や悩みを考えることができるようにする。また、その秘みは工場の規模の違いなどにも関

係していることに気づかせるようにする。

　大きな三五場とノ罫さな二凱場の堂茎真　　　・大きな窪1場の縫み　（6時麗§の発表資料〉

　小さな工場の犠みのテープ銃ンタビュー1

6　展縫

5　準備する資料

内容と活動 時閣 留　意　点

大きな二五場とノ卦さな二［場を写

^で見分けよう

導入
写真を大きな二凱場3季交、　ノ卦さな三凱場

R枚の計§枚、児童に提示する。

蛯ｫな工場の写真と小さな工場の写
^を、児童に区分させる自

5

・大きな工場と小さな工場を視覚でとらえ

ｳせ、次の展鐸穣こつなげるとともに、興

｡・麗心をこの導入で瞬き出す。

E児童i入に写真を壷べかえさせ大きな工

黷ﾆ小さな工場の代表的な違いに気づか

ｹる。
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きな工場と小さな工場ではどん ・導入の写真と箆学時の臨象から、班ごとに

なところが違っているのだろう 2つの工場の違いについて考えさせる．

・違いを護させる。
2馨

その違いを大きな工場とノ卦さな二L ・大きなユ1場とノ卦さな二亙場ではどこカ｛どのよ

場に分1ナて褒で表す。 うに違っているのか気づかせる．

大きな二鉦場と層、さな工場の玉垂いζこ それぞれの違いが縫達しあっていることに

気づかせる． 気づかせる。

・大きな二藍場とノ1・さな工場はどちら

が蕃労しているか議し合い、多数

淡をとる．

ノ1、さな工場の簸みのインタビュー テープを開きながらメモを取らせる。
展鵜

テープを灘かせる． ・覧童に確認させる。

■ 小さな工場の慰みを発表させる。 ・ノ罫さい二至急場だけでなく、　大きい藷工場にも牽義

重 大きな工場の燐みの資料を提示。 み力蓄あることを確認させる．

、きな護二場と4、さな二藍場で1ま燐み

はどう違うだろう

大きなユ急場・づ、さな三i£場の共通グ）
i8

・小さな工場の方が簸みが多いことに気づか

ｹる。

燐みと違う憾みに籔矯する． 資料として撰示した表をもとに、憾みの漂

なぜそんなに小さい工場の方が鱗 霧を探る。

みが多いか考えさせる。 ・憾みと規摸が関連していることを擢握させ

・肇錘みと規摸の達観、を鍵艶茎させる。 る。

次時の予告。

まとめ 「こ義らの工壕では、縫みに薄し 2

てどんな工夫をしているのだろう」
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　　としては以下のものがある。

　岩醗一彦編著（欝綴〉：影小学校産業学習の饗論

　　と授業嚢　　東京書籍

　　　文藻省（雄癬）：小学校指奪書桂会纒　欝．98

　　　隔上　蹄．露

　　　懸上　鐙．欝i

　　　文薬害（欝欝〉：小学校捲導書　鑑活纒

　　　茎｝嚢、7蓬～7§

鋤　　講掲　2〉

鋤　　文藻省（欝78〉：小学絞振尊書　縫会編

　　　即、鮪

i2〉　文藻省（欝8§〉：小学絞捲導書　生活編

　　　羅｝．75

i3〉　文部省（欝78〉：小学校嶽導書　歓会編

　　　璽》．擁

鴎　　凝．ヒ　蹄．驚2

玉湯　　二杉孝講／欝§3〉：「教科の系統並を問い直す

　　（その7〉　授業づく吟ネットワーク　93年2

　　月号即．i縫～欝5

6）

7／

8〉

§〉


